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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第91期
第１四半期
累計(会計)期間

第92期
第１四半期
累計(会計)期間

第91期

会計期間
自 平成20年４月１日
至 平成20年６月30日

自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日

自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日

売上高 (千円) 3,615,281 3,143,862 13,734,984

経常利益 (千円) 883,277 687,430 2,614,129

四半期(当期)純利益 (千円) 550,356 428,735 1,728,776

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ─ ─ ─

資本金 (千円) 1,650,000 1,650,000 1,650,000

発行済株式総数 (株) 33,000,000 33,000,000 33,000,000

純資産額 (千円) 31,998,744 31,281,446 31,100,297

総資産額 (千円) 37,006,210 34,838,017 34,925,229

１株当たり純資産額 (円) 1,009.16 989.83 984.06

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 17.36 13.57 54.59

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

１株当たり配当額 (円) ─ ─ 18.00

自己資本比率 (％) 86.5 89.8 89.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △378,388 △393,914 2,367,092

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 239,002 △147,474 △1,396,051

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △571,487 △570,373 △666,612

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 4,444,515 4,348,054 5,459,816

従業員数 (名) 242 256 242

(注) １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

２ 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はあり

ません。

また、主要な関係会社に異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成21年６月30日現在

従業員数(名) 256

(注) 従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期会計期間における生産実績は、次のとおりであります。
　

区分 金額(千円) 前年同四半期比（％）

養命酒 3,145,335 △4.8

その他 41,071 ＋101.2

合計 3,186,406 △4.2

(注) １ 金額は、販売価格によっております。
２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注状況

当社は、原則として見込み生産方式を採っているため、記載を省略しております。
　
(3) 販売実績

当第１四半期会計期間における販売実績は、次のとおりであります。
　

区分 金額(千円) 前年同四半期比（％）

養命酒 3,071,260 △12.9

不動産収入 37,521 △6.6

その他 35,080 △25.8

合計 3,143,862 △13.0

(注) １ 総販売実績に対する輸出高の割合が100分の10未満であるため輸出販売高・輸出割合及び輸出先の記載をして

おりません。

２ 主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

　

相手先

前第１四半期会計期間 当第１四半期会計期間

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

株式会社Ｐａｌｔａｃ 1,048,233 29.0 953,755 30.3

丹平中田株式会社 761,085 21.1 671,928 21.4

株式会社大木 488,357 13.5 420,935 13.4

株式会社リードヘルスケア 396,310 11.0 302,358 9.6

３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
４ 株式会社パルタックＫＳは平成21年４月１日付で、商号を株式会社Ｐａｌｔａｃに変更しております。
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２ 【事業等のリスク】

当第１四半期会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又

は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）におけるわが国経済は、昨年来

の世界的な金融危機・景気後退の影響を受け、企業業績の悪化や設備投資の縮小を背景に雇用情勢は厳し

さを増し、生活防衛意識の高まりによる個人消費の低迷等、先行き不透明なまま推移いたしました。

  当社の関連業界におきましては、生活者の節約志向の高まりや改正薬事法の施行による業種・業態を越

えた企業間競争のさらなる激化、流通業界の再編等、予断を許さない情勢が続いております。

  このような状況の中で、当社は、「生活者の信頼に応え、豊かな健康生活に貢献する」ことを経営理念と

し、「少子高齢化社会に即した成長戦略の実現により企業価値を高める」ことを基本方針に、第２次中期経

営計画（平成19年４月から平成23年３月まで）の主要戦略である「新たな成長事業の推進」の具現化に向

けた各施策に積極的に取り組むとともに、「養命酒」事業の収益構造の維持に努めました。

  「新たな成長事業の推進」の各施策につきましては、長野県諏訪市における新たな事業の展開を目指し、

５月に健康生活提案型複合施設の建設に着工いたしており、また、今秋には、大正製薬株式会社との共同開

発によるドリンク剤の一部地域における先行販売を開始する予定です。 

  当第１四半期会計期間の「養命酒」事業につきましては、より効率的かつ効果的なマーケティング活動

の展開に向け各施策の費用対効果等の再検証に着手するとともに、テレビや新聞、ウェブ等を中心とした

様々な媒体を効率的に活用し、「疲れ」や「胃腸虚弱」の改善に対する提案を行い、広告と連動した店頭に

おける販売促進活動を引き続き展開いたしました。これらのトータルマーケティング活動の継続的展開に

より、東洋医学における「未病」という概念への理解は浸透してきたものの、４月及び５月の店頭販売促進

活動は、６月１日施行の改正薬事法への対応準備の影響等もあり、期待通りの効果を得ることができず、

「養命酒」の国内売上高は3,018百万円（前年同期比12.4％減）となりました。

  海外につきましては、既存の東南アジア諸国を中心として各国の市場環境に即したマーケティング活動

を展開するとともに、「養命酒」の理解と知名度の向上に向け、店頭における販売促進活動の強化に着手い

たしましたが、消費環境が低迷する中、「養命酒」の売上高は53百万円（前年同期比36.6％減) となりまし

た。

  ナチュラルミネラルウォーター「養命水」につきましては、引き続き取扱店の確保に努めました。また、

インターネット通信販売サイト「養命酒本舗」につきましては、取扱商品の見直しや定期購入者の維持・

確保に努めました。

  以上の結果、主力商品「養命酒」の売上に不動産賃貸料及びその他の売上を合算いたしまして、その売上

高は3,143百万円（前年同期比13.0％減）となりました。また、利益面につきましては、営業利益は572百万

円（前年同期比25.0％減）、経常利益は687百万円（前年同期比22.2％減）、四半期純利益は428百万円（前

年同期比22.1％減）となりました。
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(2) 資産、負債及び純資産の状況

当第１四半期会計期間末における総資産は前事業年度末に比べ87百万円減少し、34,838百万円となりま

した。

  流動資産は前事業年度末に比べ963百万円増加し12,863百万円となりました。これは現金及び預金が

1,188百万円、受取手形及び売掛金が325百万円それぞれ増加した一方で、有価証券が償還等により799百万

円減少したことなどによるものであります。

  固定資産は前事業年度末に比べ1,050百万円減少し21,974百万円となりました。これは主に投資有価証券

が１年内償還予定の国債の流動資産への振替等に伴い963百万円減少したことによるものであります。

  負債は前事業年度末に比べ268百万円減少し3,556百万円となりました。

  流動負債は前事業年度末に比べ532百万円減少し、2,059百万円となりました。これは主に、未払法人税等

が296百万円、賞与引当金が130百万円それぞれ減少したことによるものであります。

  固定負債は前事業年度末に比べ263百万円増加し、1,497百万円となりました。これは主に、繰延税金負債

が199百万円増加したことによるものであります。

  純資産は前事業年度末に比べ181百万円増加し31,281百万円となりました。これは主に利益剰余金が140

百万円減少し、その他有価証券評価差額金が322百万円増加したことによるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ

1,111百万円減少し、4,348百万円となりました。

  営業活動の結果減少した資金は、393百万円（前年同期比4.1％増）となりました。これは主に税引前四半

期純利益686百万円、賞与引当金の減少額130百万円、売上債権の増加額325百万円、法人税等の支払額562百

万円によるものであります。

  投資活動の結果減少した資金は147百万円（前年同期は239百万円の増加）となりました。これは主に有

形固定資産の取得による支出146百万円によるものであります。

  財務活動の結果減少した資金は570百万円（前年同期比0.2％減）となりました。これは主に配当金の支

払額569百万円によるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期会計期間の研究開発費の総額は90百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について重

要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 132,000,000

計 132,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年７月31日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 33,000,000 33,000,000

東京証券取引所
（市場第一部）
名古屋証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
は、1,000株で
あります。

計 33,000,000 33,000,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年４月１日～
平成21年６月30日

― 33,000 ― 1,650,000 ― 404,986
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(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動はありません。

　

(6) 【議決権の状況】

　

① 【発行済株式】

平成21年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式 1,397,000
― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式 31,361,000
　

31,361 ─

単元未満株式 普通株式 242,000
　

― 一単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 　 33,000,000
　

― ―

総株主の議決権 ― 31,361 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式165株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成21年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
養命酒製造株式会社

東京都渋谷区南平台町
16─25

1,397,000─ 1,397,0004.23

計 ― 1,397,000─ 1,397,0004.23
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月

最高(円) 957 897 973

最低(円) 863 860 881

(注)  最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期財務諸

表等規則に基づき、当第１四半期会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四

半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づ

いて作成しております。

　

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期累計期間(平成20年４月１日か

ら平成20年６月30日まで)に係る四半期財務諸表について、また、当第１四半期会計期間（平成21年４月１

日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日ま

で）に係る四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３ 四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第

２項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から

見て、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程

度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

  なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 2.1％

売上高基準 0.8％

利益基準 1.3％

利益剰余金基準 0.2％

※会社間項目の消去後の数値により算出しております。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,778,054 3,589,816

受取手形及び売掛金 3,181,286 ※３
 2,856,104

有価証券 3,600,588 4,400,341

商品及び製品 393,555 343,894

仕掛品 165,717 162,224

原材料及び貯蔵品 328,684 282,242

その他 415,453 265,071

流動資産合計 12,863,339 11,899,696

固定資産

有形固定資産 ※１
 7,126,026

※１
 7,160,542

無形固定資産 186,251 204,291

投資その他の資産

投資有価証券 10,927,136 11,890,763

その他 3,738,163 3,772,835

貸倒引当金 △2,899 △2,899

投資その他の資産合計 14,662,400 15,660,698

固定資産合計 21,974,678 23,025,532

資産合計 34,838,017 34,925,229

負債の部

流動負債

買掛金 287,797 253,115

未払法人税等 268,985 565,714

賞与引当金 129,559 260,156

その他 1,373,112 1,512,737

流動負債合計 2,059,454 2,591,723

固定負債

繰延税金負債 483,025 283,057

役員退職慰労引当金 50,850 50,850

その他 963,240 899,301

固定負債合計 1,497,116 1,233,208

負債合計 3,556,571 3,824,931

純資産の部

株主資本

資本金 1,650,000 1,650,000

資本剰余金 676,680 676,680

利益剰余金 29,805,050 29,945,190

自己株式 △1,591,133 △1,589,918

株主資本合計 30,540,597 30,681,952

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 740,849 418,345

評価・換算差額等合計 740,849 418,345

純資産合計 31,281,446 31,100,297

負債純資産合計 34,838,017 34,925,229
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

売上高 3,615,281 3,143,862

売上原価 1,109,627 971,181

売上総利益 2,505,654 2,172,680

販売費及び一般管理費 ※１
 1,741,667

※１
 1,600,020

営業利益 763,987 572,660

営業外収益

受取利息 18,891 17,219

受取配当金 102,661 89,896

その他 8,204 15,749

営業外収益合計 129,757 122,865

営業外費用

支払利息 8,795 8,048

その他 1,672 47

営業外費用合計 10,467 8,096

経常利益 883,277 687,430

特別損失

固定資産除却損 15,564 976

特別損失合計 15,564 976

税引前四半期純利益 867,712 686,453

法人税、住民税及び事業税 327,000 271,000

法人税等調整額 △9,643 △13,282

法人税等合計 317,356 257,717

四半期純利益 550,356 428,735

EDINET提出書類

養命酒製造株式会社(E00400)

四半期報告書

13/21



(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 867,712 686,453

減価償却費 182,394 178,992

賞与引当金の増減額（△は減少） △128,479 △130,597

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △32,750 －

受取利息及び受取配当金 △121,552 △107,116

支払利息 8,795 8,048

有形固定資産除却損 15,564 976

売上債権の増減額（△は増加） △673,140 △325,181

たな卸資産の増減額（△は増加） 18,355 △99,596

仕入債務の増減額（△は減少） △18,538 34,681

未払費用の増減額（△は減少） △104,374 △168,796

未払消費税等の増減額（△は減少） 82,183 △9,733

その他 △29,700 20,884

小計 66,470 89,015

利息及び配当金の受取額 115,304 99,425

利息の支払額 △21,687 △19,631

法人税等の支払額 △538,475 △562,724

営業活動によるキャッシュ・フロー △378,388 △393,914

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 200,000 －

有価証券の償還による収入 300,000 －

有形固定資産の取得による支出 △247,796 △146,574

無形固定資産の取得による支出 △12,305 －

投資有価証券の取得による支出 △895 △900

投資活動によるキャッシュ・フロー 239,002 △147,474

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,050,000 1,050,000

短期借入金の返済による支出 △1,050,000 △1,050,000

自己株式の取得による支出 △421 △1,214

配当金の支払額 △571,065 △569,159

財務活動によるキャッシュ・フロー △571,487 △570,373

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △710,872 △1,111,762

現金及び現金同等物の期首残高 5,155,388 5,459,816

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,444,515 4,348,054
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【継続企業の前提に関する注記】

当第１四半期会計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期会計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日)

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期会計期間

(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日)

１ 棚卸資産の評価方法

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下

げを行う方法によっております。

２ 固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によって

おります。

３ 法人税等の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期会計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日)

該当事項はありません。

EDINET提出書類

養命酒製造株式会社(E00400)

四半期報告書

15/21



【注記事項】

　

(四半期貸借対照表関係)

　
当第１四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

※１ 有形固定資産の

      減価償却累計額                14,639,396千円

※１ 有形固定資産の

      減価償却累計額                14,489,366千円

  ２ 偶発債務

保証債務 　

下記のとおり従業員の財産形成持家融資制度に

よる借入金に対し保証を行っております。

保証額 11,634千円

  ２ 偶発債務

保証債務 　

下記のとおり従業員の財産形成持家融資制度に

よる借入金に対し保証を行っております。

保証額 12,021千円

──────── ※３ 受取手形割引高 81,823千円

　

　

(四半期損益計算書関係)

第１四半期累計期間

　
前第１四半期累計期間

(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日)
当第１四半期累計期間

(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日)

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費 913,086千円

退職給付費用 24,539〃

賞与引当金繰入額 75,894〃

減価償却費 52,134〃

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費 721,392千円

退職給付費用 32,307〃

賞与引当金繰入額 77,376〃

減価償却費 58,013〃

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期累計期間

(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日)
当第１四半期累計期間

(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日)

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在）

現金及び預金勘定 1,274,515千円

有価証券勘定（譲渡性預金） 3,200,000〃

預入期間が３ケ月を超える定期
預金

△30,000〃

現金及び現金同等物 4,444,515千円

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在）

現金及び預金勘定 4,778,054千円

有価証券勘定（譲渡性預金） 1,600,000〃

預入期間が３ケ月を超える定期
預金

△2,030,000〃

現金及び現金同等物 4,348,054千円

EDINET提出書類

養命酒製造株式会社(E00400)

四半期報告書

16/21



(株主資本等関係)

　
当第１四半期会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自 平成21年４月１日　至 平

成21年６月30日）

　

１  発行済株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 33,000,000

　

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 1,397,165

　

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

　

４  配当に関する事項

  (1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日
定時株主総会

普通株式 568,875 18.00平成21年３月31日 平成21年６月29日 利益剰余金

　
  (2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

関連会社がないため、記載しておりません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第１四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

989円83銭 984円06銭

(注) １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第１四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 31,281,446 31,100,297

普通株式に係る純資産額(千円) 31,281,446 31,100,297

差額の主な内訳(千円) ─ ─

普通株式の発行済株式数(株) 33,000,000 33,000,000

普通株式の自己株式数(株) 1,397,165 1,395,823

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数(株)

31,602,835 31,604,177

　

２  １株当たり四半期純利益金額等

　

前第１四半期累計期間
(自 平成20年４月１日  至 平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日  至 平成21年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 17円36銭

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

１株当たり四半期純利益金額 13円57銭

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

(注) １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
至 平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 550,356 428,735

普通株式に係る四半期純利益(千円) 550,356 428,735

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 31,708,611 31,603,205

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月７日

養 命 酒 製 造 株 式 会 社

取 締 役 会  御 中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社員

　 公認会計士    宮  下      怜          ㊞

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社員

　 公認会計士    松  浦  康  雄          ㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている養命

酒製造株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第91期事業年度の第１四半期累計期間(平

成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益

計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、養命酒製造株式会社の平成20年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年７月31日

養 命 酒 製 造 株 式 会 社

取 締 役 会 御 中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社員

　 公認会計士    中  村  和  臣          ㊞

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社員

　 公認会計士    松  浦  康  雄          ㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている養命

酒製造株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第92期事業年度の第１四半期会計期間（平

成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び第１四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月

30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、養命酒製造株式会社の平成21年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以 上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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